
系展示の植物もここで育苗しているようです。また、教

育普及活動に関しては自然観察会が平均して一ヶ月に 2
回行われています。 
●全体を通して 
 莫大なお金をかけないと、ここまでは出来ないと思い

ますが、アクアマリンふくしまは科学館的な性格をもっ

た画期的な水族館だと感じました。しかし、気になるこ

ともあります。それは、館内の一部を除いて、ほとんど

字による説明がなかったことです。最近の水族館全体の

傾向なのですが、最近の来館者は字による解説を読まな

いとのことで、極力、字による解説を省いているらしい

のです。アクアマリンふくしまでは、コーナーごとにパ

ンフレットがあって解説が欲しい人はそれをとる、また

解説ツアーを充実させているということなのですが、私

などは全く字による説明がないとフラストレーションを

感じます。 
 また、来館者の中には、ペンギン・イルカがいないと

か、サンマなどの地味な魚しかいなくてつまらないとい

う意見があるそうです。 
 字による解説を読まないことと関連することなの

ですが、水族館に来る人の大半は癒しを求めてやって来

るのであって、知的好奇心を充たしに来るわけではなさ

そうです。このあたりに科学館とは別の、水族館固有の

問題があると思います。■ 
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評価委員へのインタビューに向けて 

     プロジェクトメンバー 尾内隆之 

● 10月勉強会の報告 

 これまで読んできた旧通産省作成の「量子化機能素子」

研究開発プロジェクト評価書について、よりつっこんだ

検証を行うために、評価委員へのインタビューを計画し

ていますが、ようやく具体的に行動開始しました。10月

の勉強会では、インタビュー依頼の手紙について討議し、

依頼候補者を確認しました。まずは量子化機能素子研究

に対して相対的にニュートラルな立場に近いと思われる

ジャーナリストや研究者を、優先的なアプローチ対象と

して絞り込みます。次回の勉強会までには、どなたかか

ら承諾の返事が届いていると良いのですが……。11月以

降のインタビュー本格実施を目指しています。 

 さらに，インタビューを実施する上での参考文献・資

料をさがし、情報を共有しました。インタビューに備え

て、日本の半導体開発の歴史について勉強しておこうと

いうことになり、以下のような文献を用いることに決め

ました。 

・ 西村吉雄『半導体産業のゆくえ——メディア・ルネ
ッサンスの時代へ』（丸善ライブラリー1995） 

・ 山田敦『ネオ・テクノ・ナショナリズム』（有斐閣

2001）から、日米の半導体産業政策を分析した部分。 

・ 『日経エレクトロニクス』等の各種技術系雑誌・新聞

などから、半導体開発史など量子化機能素子の背景分

析に役立ちそうな記事をさがす。 

●「日本工業新聞」の大型連載企画について 

 ９月から日本工業新聞で始まった大型連載を紹介しま

す。タイトルは、「なんとしても科学技術創造立国へ 検

証17兆円の行方 第１期科学技術基本計画」という何と

も（我々にとっては）タイムリーな記事です。11月いっ

ぱいまで連載の予定で、この記事をフォローして私たち

も議論の一助にするつもりです。公共図書館などにあま

り置かれていない新聞なので難しいかもしれませんが、

関心のある方はぜひ目を通してください。これまで

「Spring8」「超鉄鋼」「半導体」の他，今話題の「カミ

オカンデ」といったプロジェクトが登場しました。論調

は、「検証」というわりには「日本の技術万歳！」的な

雰囲気が強いですが，批判的視点も含まれています。批

判意識をもった上で読めば得られる情報は決して少なく

ないと期待しています。「日刊工業新聞」と間違えやす

いのでご注意を。 

●次回の勉強会 

11 月 2 日（土）午後 2 時～5 時に東京大学先端研 13

号館院生室で勉強会を予定しています。国の研究開発プ

ロジェクトの行方、市民と科学技術政策の関わりなどに

関心のある方なら、途中からの初参加であっても議論の

輪に十分加われるものと思います。参加希望者はリーダ

である藤田康元さん（RXM05777@nifty.ne.jp）までご連

絡ください。 

【最近思ったこと】 田中耕一さんへのノーベル賞授与

には、日本の科学技術界に対する選考委員会の痛烈な批

判が込められている、と考えるのは深読みのしすぎでし

ょうか（もちろん田中さんの受賞自体をおとしめようつ

もりは毛頭ありません）。■ 
 

資料紹介（どようML「おもしろブックス」より） 

◆求む原稿！（どよう券贈呈） 

●金子淳 『博物館の政治学』(青弓社,2001) 

博物館学という学問分野においては、1990 年代にはいって

次々と新しい図書が刊行されてきた。 

 


